
Title ペギーとアンティゴネー : 『政治社会評論』を中心に
Sub Title
Author 西部, 由里子(Nishibe, Yuriko)

Publisher 慶應義塾大学フランス文学研究室
Publication year 2005

Jtitle Cahiers d'études françaises Université
Keio (慶應義塾大学フランス文学研究室紀要). Vol.10, (2005. ) ,p.110- 122 

JaLC DOI
Abstract 本稿では『ジャンヌ・ダルク』の出版とほとんど同時期に大きな転機を迎えたドレフュス事件に

焦点をあて、これまで『アンティゴネー』との関わりにおいて詳しく論じられることのなかった
初期の論戦文について考察していきたいと思う。

Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AA11413507-20050000-0

110

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


ペ ギー とアンテ ィ ゴネ ー

一 『政治社会評論』 を中心に一

西部由里子

 シャルル ・ペギーが処女作 『ジャンヌ ・ダルク』(1897)の 執筆 にとりか

かる前に、ソボクレスの 『アンテ ィゴネー』を度々観劇 し、両作品が密接な

関係 を持っていることは極めて興味深 い事実である。19世 紀後半のフラン

スにおいて、それ まであま り顧み られることのなかったジャンヌ・ダル クが、

国民的英雄そ して祖国の守護聖女へ と一気にのぼ りつめた背景には、歴史学

の発達によりジャンヌ・ダル ク裁判の基本史料が公刊 された こと1、また1920

年のジャンヌ列聖にいたる一連 の動きのなかで、宗教心や愛国心をないまぜ

に した国民感情の高ま りがあったことな どがあげ られるが、アンテ ィゴネー

の復権もまた、ほぼ同時期にな されている。

 ギ リシア悲劇の翻案ではな く、JJ.C.ド ンナーが ドイ ツ語に翻訳 しメンデ

ルスゾーンが合 唱曲を付 した、ソボクレスの 『アンテ ィゴネー』 は、1841

年 のポツダム初演で成功を博 し、1844年 にはP.ム ー リスとA.ヴ ァク リーの

仏語訳を用いてオデオン座で上演 された2。異教のヒロイ ンが ヨ._._ロッパの

観客を魅 了 した理由を、S,プ レスは 「アンテ ィゴネー神話 のキリス ト教化3」

によるものと説明 している。叔父である国王クレオンの命 に逆 らって兄ポ リ

ュネイケスの死体を埋葬するために、 自らの命 を捧 げるテーバイの乙女は、

i1841年 か ら1849年 に か け て 刊 行 さ れ た
、 Jules Quichelatに よ るProc鑚 de

condamnation et de r�abilitation de Jeanne d'Arc(5 vols., Paris)0

2以 下
、『ア ン テ ィ ゴ ネ ー 』上 演 の 年 譜 的 事 項 に つ い て は 、Simone Fraisse, Le mythe

d'Antigone, Armand Colin,1974お よ び ジ ョー ジ ・ス タ イ ナ ー 『ア ン テ ィ ゴ ネ ー の

変 貌 』(海 老 根 宏 、 山 本 史 郎 訳 、 み す ず 書 房 、1989)を 参 照 し て い る。

3Simone Fraisse
, op. cit.,pp.37-47参 照 。
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「一人の人間の魂 を地獄から救 うために殉教す る聖女4」 に比せ られ、 さら

には人類の贖い主であるイエス ・キ リス トにまで結び付け られるのである。

ソボク レスの 『アンティゴネー』は、1893年11,月 か らテア トル ・フランセ

(コメデ ィー ・フランセーズ)で 再演 され大評判を呼ぶが5、 このころから

アンティゴネー とジャンヌ ・ダル クの類似関係が論 じられるよ うになったの

もごく自然な成 り行き と言えよ う。国王 クレオンに堂々 と議論を挑むアンテ

ィゴネーの姿は、ルーアンの神学者たちの尋問に一歩 もひけをとらずに返答

したジャンヌ ・ダル クに重ね合わされ、「内なる声」に忠実であろうとした

がために命を奪われた二人の乙女は人々の共感 を集 めた。

 当時、パ リのサ ン ト・バルブ学院の寄宿生 となってエコール ・ノルマルの

受験準備 をしていたペ ギーが通 ったのも、このテア トル ・フランセの公演で

ある。校友であったタロー 兄弟や フェ リシアン ・シャレの回想録 には、すで

にギ リシア語のテ クス トを諳ん じているペ ギーが、ジュリア ・バルテ演ずる

アンテ ィゴネーに熱狂す る姿が映 し出 されている し6、オル レアン中学以来

の親友カ ミーユ ・ビ ドーを観劇に誘 う数々の書簡には、自らの感動を最愛の

友 と分かち合いたい とい う執拗なまでの熱い思いが溢れている7。

 テア トル ・フランセの 『アンティゴネー』は 『オイディプス王』とともに、

翌年8,月11日 、12日 に、修復 されたばか りのオランジュのローマ劇場で も

再演 され ることにな り、8月1日 にエコール・ノルマル に合格 したべギーは、

aPaul de Saint -Victor , Les Deux Masques, t. II, p.192, cit駟n S. Fraisse op. cit.,p.41.

5こ の 公 演 で は
、 翻 訳 テ ク ス トはP.ム リ ー ス とA.ヴ ァ ク リ ー の も の を 改 変 して

用 い た が 、 合 唱 曲 は カ ミ ー ユ ・サ ン=サ ー ン ス が 新 た に 作 曲 した 。 筆 者 が 参 照

仏 語 訳 の テ ク ス トは こ の 公 演 台 本(Antigone, trad. par Paul Meurice et Auguste

Vacquerie, Calmann L騅y,1893)で あ り、 邦 訳 は 『ア ン テ ィ ゴ ネ ー 』(呉 茂 一 訳 、

岩 波 文 庫 、1961年)に 拠 っ て い る 。 ま た 引 用 は 邦 訳 の み と し 、 頁 数 を 記 した 。

6 J駻ome et Jean Tharaud
,Notre cher P馮uy, Plon,1926, t.1, pp.45.49;F駘icien

Challaye, P馮uy socialiste, Amiot・Dumont,1954, P.25 参 照 。

7 Lettres de Charles P馮uy.a Camille
、8idault 1890-1899, publi馥s dans.L'Amiti�

Charles P馮uy,109,2005, pp.13-64参 照 。観 劇 に 誘 っ て い る の は1894年1月3日 、

1月25日 、2月3日 、2月9日 、11月13日 付 書 簡 で あ る 。
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母親に旅費を捻 出してもらうための 「オランジュの戦い8」に勝 ち、野外の

古代劇場での観劇 とい う念願 も果たす。そ して1894年11Aの 『アンティゴ

ネー』上演終了直前にも、再びテア トル ・フランセに足 を運ぶのである。翌

95年ll,月 、ペギーは 「目の疲れによる頭痛」を理由にエ コール ・ノルマル

に休学願いを出 し、『アンテ ィゴネー』の影響 を強 く受 けた戯 曲 『ジャンヌ ・

ダル ク』の執筆 を開始す る9。

 この後、ジャンヌ ・ダルクは、ペギーの散文および韻文作品において繰 り

返 し語 られ、特権的な位置 を与 えられていくが、一方のアンティゴネーにつ

いては、これを主題に した作品は存在 しないし、『アンティゴネー』からの

引用 もそれ ほど多い とはいえない。しか し、Peguy et le monde antiqueの なか

でア ンテ ィゴネー関連の引用を検証 したS,プ レスも述べるとお り、正義 と真

実のための戦いとしての ドレフユス事件を生きた ときも、また自らが教会 を

離れた最大の原因である 「地獄」の教義について 『相変わ らず感冒について』

や 『ジャン ・コス トについて』などで考察をめぐらせた ときも、そ して信仰

を回復 した晩年に謳いあげた 『エ ヴァ』のキ リス ト教的世界の中に異教の徒

ハイモンとアンティゴネーをを迎 え入れたときにいたるまで、アンティゴネ

ーが常にペギーの思考に寄 り添っていたことは確かであろ う10
。

 本稿では 『ジャンヌ ・ダルク』の出版 とほとんど同時期に大きな転機を迎

えた ドレフユス事件に焦点をあてぐこれまで 『アンティゴネー』との関わり

において詳 しく論 じられ るこ とのなかった初期の論戦文について考察 して

8 Lettres澂駮n Deshairs
, Feuillets de l'Amiti颪harles P馮uy,38, p.19.

9両 者 の 類 似 は 様 々 な 場 面 に 見 られ る が
、 と り わ け 『ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク 』 冒 頭 に

お い て 、こ の 世 か ら 悪 を な くす た め に 自分 の 命 を 捧 げ よ う と す る ジ ャ ネ ッ ト(ジ

ャ ン ヌ の 幼 時 の 呼 称)に 対 して 、 従 順 で 理 を わ き ま え て い る 親 友 オ ー ヴ ィ エ ッ

トが 現 実 的 な 忠 告 を あ た え る く だ りに は 、 ソ ボ ク レ ス の 『ア ン テ ィ ゴ ネ ー 』 冒

頭 の ア ン テ ィ ゴネ ー とイ ス メ ー ネ ー の 対 話 の 痕 跡 が 明 確 に 認 め られ る 。(Daniel

Hal騅y, P馮uy et les Cahiers de la Quinzaine, Grasset,1941,p.39;Simone Fraisse,

P馮uy et le monde antique, Armand Colin,1973, p.200参 照)。

】oSimone Fraisse
, op.cit.,pp.194-202参 照 。
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い き た い と思 う11。

* * *

 まず、い くつかの 日付 を確認 しておこ う12。ペ ギーがオランジュで 『ア ン

ティゴネー』の公演 を観 たの と同じ年、1894年10月15β に、ユダヤ人将

校 アル フレッ ド・ドレフユスが ドイツへのスパイ容疑で逮捕 される。12,月

には軍法会議で有罪が確定 し、95年4月 に ドレフュスは終身流刑地である

悪魔島に到着 している。それか らしば らく彼のことは世間の人々か ら忘れ去

られるが、ペ ギーの 『ジャンヌ ・ダル ク』が出版 された1897年12月 の翌月、

つまり98年1,月13日 に、エ ミール ・ゾラの 『私は弾劾す る』が 『オーロー

ル』紙に掲載 され、事件が大 きく転回す る。ペギーはす ぐさま、『ラ ・プテ

ィット・レピュブ リック』紙 などに掲載 された ドレフユス派の抗議文署名に

名 を連ね、以降はノルマ リアンら若 き学生たちの陣頭指揮をとって、ドレフ

ユス擁護 に奔走するのである13。

「書かれた法」 と 「書 かれ ざる法」

11ペ ギー が ドレ フ ユ ス事 件 中 に リアル タ イ ム で発 表 した論 戦 文 は
、1898年1月

23日 『オ ー ロー ル 』 紙 に 掲 載 され た 「エ ミー ル ・ゾ ラへ の 手紙 」 を は じめ と し

て 多 く存 在 す る が 、本 稿 で は全 体 に 目配 り しつ つ 、1899年2月 か ら11月 に か け

て 『ラ ・ル ヴュ ・ブ ラ ン シ ュ』誌 に11回 に わ た り掲 載 され 、1957年 に 『政 治 社

会評 論 』(Notes politiques et sociales)と い う表 題 の も とに 出版 され た論 文 集 を中

心 に論 じて い き た い。 ま た 本 書 か らの 引 用 につ い て は 、 邦訳 『も う一 つ の ドレ

フ ユ ス事 件 』(大 野 一 道 訳 、新評 論 、1981年)を 一 部 改 変 しな が ら使 用 させ て い

た だ き 、脚 注 に論 文 名 と発 表 年 月 日を記 した 。

12事 件 史 に関 す る事 項 につ い て は
、P馮uy,CEuvres en prese completes, tome I,

Biblioth鑷ue de la Pl駟ade,1987のRobert Buracに よ る年 譜 を参 照 して い る。

13『 政 治 社 会 評 論 』 の 諸 論 文 が執 筆 され た時 期 は
、反 再 審 派 の 大 統 領 フ ェ リッ

ク ス ・フ ォー ル の死 去 、再 審 の決 定 と レ ンヌ 軍 法 会議 、 ドレフ ユ スへ の二 度 目

の 有罪 判 決 宣 告 とそ の 直 後 の 大 統領 令 に よ る ドレ フ ュス 詩赦 な どの動 き に対応

して い る。
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さて、ペギーは当初か ら ドレフユス事件の持つ劇的構造に着 目していた。

 ドレフユス事件はそれ自体、初めから奇妙に劇的な価値をになっていた。

また非凡な劇芸術の力をもっていた。(…)ど うもうで、それでいて幼稚で

陰険な一方からの攻撃によって、この事件は残虐 ドラマ特有の複雑な興味

をよびおこした。他方市民による堅固な防御によって、この事件は古代悲

劇特有の素朴で調和のとれた美 しさをもたらした14。

 『アンテ ィゴネー』の悲劇は、国の安定のために国王が定めた法律 と、人

間の良心が命ず る義務 との対立が生み出すものであるが15、同様の構造が ド

レフユス事件 にお いても認 められる。軍の名誉、国の威信 と秩序の維持 を何

よ り重ん じる権力者に対 して、正義 と真実を求める自らの内なる声に従い、

無実の人間を救お うとして知識人や学生、そ して多 くの名 もない人々が立ち

上がったわけである。参謀本部をクレオンとす るな ら、犠牲者 ドレフユスは、

死 してもなお裏切 り者 と断罪 され遺体の埋葬 を禁じられたポ リュネイケス

に重ね ることができるだろ う。そ して 「彼 〔呪詛 され破門された ドレフユス〕

を擁護す るものはだれで もいっ しょに呪詛 され、破 門され る16」ことになる

のをわかっていなが ら、運動に身を投 じた人々に 「アンテ ィゴネーの行為を

反復 している とい う自覚があった17」の も至極 当然のことである。ま してや、

ia La Crise du parti socialiste et l'Affaire Dreyfus
,1899.8.15., CEuvres en prose

COmapl鑼es, tome I, p.225.邦 訳 前 掲 書90頁 。

15f秩 序 を 守 らぬ よ りひ ど い 悪 は な い の だ(47頁)」 と 考 え る ク レ オ ン に 対 し
、

ア ン テ ィ ゴ ネ ー は 「だ っ て も 別 に 、お 布 令 を 出 し た お 方 が ゼ ウ ス さ ま で は な し 、

彼 の 世 を お さ め る神 々 と い っ し ょ に お い で の 、 正 義 の 女 神 が 、 そ う した 掟 を 人

間 の 世 に お 建 て に な っ た わ け で も あ り ま せ ん 。 ま た あ な た の お 布 令 に 、 そ ん な

カ が あ る と も お も え ま せ ん で し た も の 、 書 き 記 され て い な く て も 揺 ぎ な い 神 さ

ま 方 が お 定 め の 掟 を 、 人 間 の 身 で 破 りす て が で き よ う な ど と(34頁)。 」 と 「書

か れ ざ る 法 」 を 称 揚 す る 。

16L'Affaire Dreyfus et la Crise du parti socialiste
,1899.9.15., op..Clt.,p.228.邦 訳 前

掲 書96頁 。

17Simone Fraisse
, op. cit.,p.198.
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「人類の普遍的な悪に救済をもた らすためにta」神の召命に応え、命 を差 し

出 したジャンヌ・ダル クの生を深い共感 とともに描 き出 したばか りのペギー

に とって、ドレフユス擁護運動は、自らのキャリアや財産を賭けるに足るも

のであった。『政治社会評論』に収められた 「世論」、には次のよ うなくだ り

がある。

 自然の法則(les lois de la nature)は 、人々がそれを発見する以前から自然

の法則であった。学者によって発見された法則は、教会によっても、公認

の科学によっても、一般の民衆によってもまだ認知 されていなかったとき

にも、やは り自然の法則にちがいなかった。 とはい うものの、科学および

人類の歴史にあって、決定的な出来事 となるのは、科学的発見の人類によ

る認知 と採用である。

 同様に、歴史的真実に内在する価値は、多数の者の同意によってふえる

ことはないし、権威者のいわゆる承認によって増大するわけでもない。だ

が真実の外在的価値、あるいは教育的価値は、大衆および地位ある人々が、

この真実を心か ら受け入れるとき、力強く増大するであろ う19。

 人心の反映 ともな りうるし、逆に誤 りを犯す可能性 もある世論の功罪を明

らかに し、その影響力の大 きさについても言及 しなが らも、ペギーの眼は、

権威や後ろ盾によって強力になることもなく、また弾圧や迫 害によって減 じ

ることもない、自然の法である 「歴史的真実」を見据 えている。 ドレフユス

派の一少なくとも初期における一闘いは、不正な裁判を行ったことでフラン

スが不名誉 に陥るのを防 ぐために、「書かれ ざる法」が人々に再認識 されて

いった過程 と位置づ けることができるだろう。

愛と憎 しみ

18Jeanne d'Arcの 献 辞
。(Euvres po騁iques compl鑼es, Biblioth鑷ue de la ite,

1975,p.27.

19L'Opinion publique
,1899.4,1.,(Euvres en prose compl黎es, tome I, p.198. 邦 訳 前

掲 書43頁 。
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 ところで、「私 は、憎 しみを頒 けるのではなく、愛を頒けると生れついた

もの(38頁)。 」 とい う台詞 は 『アンテ ィゴネー』のなかで も最 もよく知 ら

れた台詞の一つではないだろうか。クレオンが憎 しみによって敵味方を分け、

秩序の建て直 しを計 ろうとするのに対 して、アンテ ィゴネーが突きつけるの

は愛の論理である。彼女の反抗の根底にあるのは、クレオンへの憎 しみでは

な く、兄ポ リュネイケスへの愛情なのである。

 ペギーの 「兵役」にもこの台詞に共鳴す る箇所がある。

 メリーヌ氏とその反動派の仲間が、おそらく想像 もできないだろうこと

は、人間が憎 しみをもたずに、ある機構を断固として攻撃 しうるという事

実である。 とはいえ、これがまぎれもない事実であることを、認めてもら

わなくてはならない。せめて想像 してもらわなくてはならない。 この点に

われわれの新 しさがあるからである。われわれはうむことなく、戦争に対

決する戦いを続けるだろう。だが憎 しみにみちた戦争に対する憎悪にあふ

れた戦いをすることなどしない。そんなことをすれば、前 とくらべても、

ちっとも進歩したことにならないからだ20。

 一見 ドレフユス事件の争点か らずれているよ うに見えるが、ペギーの 「ア

ンテ ィゴネー的」行動の原点、すなわち、あらゆる戦いは愛に貫かれたもの

でなければな らない とい う思想を明確 にあらわ しているくだ りである。イン

ターナショナ リス トは軍隊を非難 してい る、と主張 して ドレフュス派に対す

る憎 しみを一つにま とめよ うとす る反 ドレフュス派の総帥 ジュール ・メリー

ヌに向かって、ペギーは、自分たちイ ンターナシ ョナ リス トは、軍隊が 「侵

略戦争の手段 としてあるとき、つま り不正な集団的暴力装置 としてあるとき、

広くあらゆる軍隊を非難攻撃す る21」とい う言葉を返す。軍隊 とはそもそも

戦争をな くすための 「反軍隊(contre-arm馥)22」 としてのみ存在すべ きもの

20Service militaire
,1899.2,1., op. cit.,pp.190-191,邦 訳 前 掲 書26-27頁 。

21 Ibid
,p.189,邦 訳 前 掲 書24頁 。

22 Ibid
,p.189.邦 訳 前 掲 書25頁 。
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であ り23、憎 しみを助長するだけの侵略戦争の手段 として用い られる軍隊に

対 して、 自分 たちは 「憎 しみを持たずに」、 しか し断固として戦い続けると

い うのである。

 『政治社会評論』では、 ドレフュス派 としての発言の傍 らに、アルメニア

人の大虐殺や フィンラン ドにおけるロシアの圧政、またアフ リカの国々を巡

るフランスの植 民地戦争に関す る記述が並べちれ、ペ ギーの一連の行動 と思

索が 「事件」だけでな く、真実 と正義が関わる問題全般に広 く開かれたもの

であったことの証 となっている。とりわけ、オスマン・トルコにおいて、1893

年か ら96年 の間に30万 人以上の犠牲 を出 したとされるアルメニア人の大虐

殺はべ ギーに とっては ドレフュス事件の前哨戦 とも言えるような出来事で

あった。被害の実態は ヨーロッパ にも伝えられていたが、フランスは ヨーロ

ッパ列強の複雑な利益 の絡み合いを背景 とする政治的判断により、結局首謀

者であるスル タン、アブデュル ・ハ ミ トニ世に対す る抗議行動 を起 こさなか

った。ペ ギー自身 はエ コール ・ノルマルでスルタンを批判する請願書を回 し

た り、『ラ ・ル ヴュ ・ブランシュ』誌に 「東方における諸事件」 とい う論文

を寄せて、フランスを覚醒 させるために社会主義者たちが声をあげる必要性

を説 いた りしたが、大きな運動に結びつけることができず、そのときの後悔

が ドレフュス派闘士 としての運動の原動力になったと言われているのであ

る24。

 「東方における諸事件」の最後 に登場す る、ディヤルバクル在住のフラン

ス副領事の妻メ リエ夫人 は、ア ンテ ィゴネー とジャンヌ ・ダル クの系譜に嘱

す る人物である25。乳飲み子 を含む4人 の母親であった彼女は、虐殺 を免れ

23戦 争 を 滅 ぼ す た め に 指 揮 官 と な り戦 場 に 赴 い た ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク の 生 涯 も ま

た 愛 に 貫 か れ て い る 。 そ の 内 奥 に キ リ ス ト教 的 「愛 徳 」 を 認 め た ペ ギ ー は 、1910

年 に 『ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク の 愛 徳 の 神 秘 劇 』 を 発 表 し た 。

24Robert Burac
, 《Charles P馮uy》,in L'Affaire L)reyfus de A禹s Flammarion.,1994,

P.255参 照 。

Zs Apropos des affaires d'Orient
,1897.3.15., CEuvres en prose cAmpl�#es, tome I,

pp.21-22.
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安全な港湾都市へ向かお うとす る300人 のキリス ト教徒に随行す ることを

自ら申し出て、夫の職権上与 えられるすべての特権 を拒否 し、子 どもは先頭

に歩かせ、自分は常に列の最後尾 を歩いて危険に さらされながらも、全員を

無事 目的地に送 り届 けたとされる。この論文を執筆 していたペギーの中では、

生まれつつ ある ドレフュス擁護 グループにおいて使命を果 たす準備がすで

に整っていた と言 うことができるだろ う。

「中立」の批判

 前項で確認 した ように、アンテ ィゴネーの行動の本質は愛 にあるが、その

愛を支えるものは強固な意志 と非妥協性である。ポリュネイ ケスの遺体を共

に葬ろ うと誘われたとき、 「私 としては、あの世 にいる方々にも容赦 を願っ

て、権力 を手に握 っている者の言 うまま、や ってい くつ もりですの(11頁)。 」

と断った妹イスメーネーは、その後意見を翻 し共に死にたいと姉に懇願す る

が、受 け入れてもらうことができない。究極の二者択一が問題 になっている

ときに、その中間の態度な どあ りえないか らである。アンテ ィゴネーが投げ

っけるのは、「だって、あなたは生 きる道を、私 は死ぬのを選んだのですも

の(40頁)。 」とい う冷酷な言葉である。

 また、『ジャンヌ ・ダル ク』 において、敵方の兵士たちによる略奪や冒涜

に忍従す るばか りで、それに対 して戦お うとしない人々は皆 、普遍的な悪の

共犯者(complices)な のだ26、とするジャネ ッ トの思考は、処刑裁判記録か

らは読み取れない ものであるが、『アンティゴネー』 を念頭 におくと、理解

が容易になってくるだろ う。

 さらに、ドレフュス事件が進展 し、社会主義者陣営内部の対立が表面化 し

てきた とき、ジュール ・ゲー ドやポール ・ラファル グ、エ ドゥアール ・ヴァ

イヤ ンらのとる中立的な態度に、ペギーの非難の矛先は向け られる。そもそ

もゲー ドらはゾラの 『私は弾劾す る』の発表後 に声明を出 し、「このブルジ

ョワの内部紛争のいかなる派閥にも組することはない」と労働者たちに呼び

かけ、事件 には関与 しない とい う立場を表明 していた。それ についてペギー

26Jeanne d'Arc
, op. cit., p.36.
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は次のよ うに述べ る。

彼 ら 〔ヴァイヤン、ラファルグ、ゲー ド〕のいわゆる中立は、行動一般

におけるすべての中立と同様、いつわ りのものである。人間行動のすべて

の哲学は、望もうと望むまいと、つぎの明白な原理に立脚する。つまり二

人の人間あるいは二つの党派が争いあっているとき、中立を保っ と主張す

る第三者は、敵対 している二者の うちで勝利 を収めるであろうほうを、実

際には手助けすることになるとい う原理である27。

「中立は不可能28」 と断言す るペ ギーは、ゲー ドらが反 ドレフュス派の共

犯者 にす らなっていることを指摘する。 「自分 を共和主義者で 自由思想家だ

と信 じている大勢の人間に とって、預言者、殉教者、王、司祭であった29」

ゲー ドは、今やク レオ ンのような存在 とな り、ドレフュス派内部で新たな悲

劇が生まれ ようとしていたわけである。

そのゲー ドらが、社会主義者ア レクサ ン ドル ・ミルランのヴァルデ ック=

ル ソー内閣への入閣に異議 を唱えて信任投票を棄権 し30、ミルランらを非難

す る宣言を、レンヌでの再審が一ヵ月後には始 まるとい う微妙な時期に敢え

て公 に したことをペギーは断罪する。

27 L'Affaire Dreyfus et la Crise du parti socialiste, 1899.9.15.,. .cit., p.231. 邦訳前

掲 書101頁 。

28 Ibid
., p.232. 邦 訳 前 掲 書102頁 。

29 La Crise du parti socialiste et l'Affaire Dreyfus, l899. 15., op.cit., p.222. 邦訳前

掲 書83頁 。

30再 審推進派であったヴァルデ ック:ル ソーの内閣には ミルランとともに、パ

リ・コミューンの弾圧者 として知られるガ リフェ将軍が入閣を予定していたが、

ゲー ドらはこれを不服として異議を唱えていた。 しかし、彼らがとった 「棄権」

とい う行為は、ペギーによれば 「中立」と同様である。つまり 「投票で二っの

党派がつのつきあわせ対立するとき(…)選 挙人名簿に記載されているのに棄

権する人は、 じっさいのところ、二つの党派のうち勝利を収めるほうに好意的

な意思表示をすることになる

p.211.

(La Crise et le Parti socialiste, 1899.7.15., op.cit.,
邦訳前掲書62頁)」 のである。
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 彼 らは革命の騒擾の目に、そうしていても許されるといったように平静

な傍観者 として日中をすごし、夕方になって決定的な瞬間がきたとき、革

命兵士の背中に短刀をつきさす といった人間に似ていた。(…)彼 らは自分

たちの党派を裏切るために決定的瞬間を選んだのだ。そ してはるかに重大

なことに、それは人類を裏切ることでもあった31。

 不誠実 さか ら中立を示す ことが、実は決定的状況の決定的瞬間においては

取 り返 しのつかない裏切 りに変貌するため、その境界線 を見きわめなければ

な らないのである。

 奇妙なことにこの箇所は、全 く対照的な内容にはなるが、10年 以上後に

執筆 された 『ク リオ、歴史 と異教的魂 との対話』の中で、歴史の女神 クリオ

がアンティゴネーを羨んで語 った、 「アンテ ィゴネー は、 自分が死ぬことに

なる日の夕方に、私 〔クリオ〕が数え切れないほどの夕方にす る以上のこと

を成 し遂げたのだ。アンティゴネー、若きアンティゴネーは、たった一 日で

自分の運命 を満 た したのである32。」 とい う言葉を想起 させる。決定的瞬間

を逃 さず、自らの内なる声に従って、妥協せずに成すべきことを成す とい う

アンティゴネーの美徳 は、「事件」の後半に社会主義者 たちの分裂を経験 し

たあと、自らも社会党 と袂を分かち、独力で 『カイエ ・ド・ラ ・カンゼーヌ』

を創刊、運営 してい くとい う孤独な戦いの 日々のなかにおける、ペギーの行

動の指針 となっていたのではないだろ うか。

* * *

 『政治社会評論』の最後に収め られた 「荒廃 と回復」でペギーは、 ドレフ

ュス事件によって、い くつ ものかけがえのない友情 が失われて しまった実体

31L'Affaire Dreyfus et la Crise du parti socialiste
,1899.9.15., op. cit.,p.233.邦 訳 前 掲

書103頁 。

32Clio
, Dialogue de l'histoire et de l'穃e pa�nne, ouvres en prose compl鑼es, tome

III,1992, p.1169.
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験 を訥々と語 る。実名は記 され ていないものの、その最後に描かれ るのは親

友 であったカミーユ ・ビ ドーである。 「事件」が始まったころ、軍の獣医を

務 めていた ビ ドーは、「元参謀本部付下級将校だった男」 に ドレフユスの有

罪 を教えられた とい う。

 そのことが、われわれの関係に完全にとどめをさしてしまった。わたし

がいくら論証 しても、彼は十分情報を得ている職業人が、子供時代の友人

に示 さなければならないといった風情のいんぎん無礼 さで、耳を傾けてく

れただけである。軍部の犯罪が明白になってから、彼に会ったことはない33。

 友情の証を求めるペ ギーの再三の要請に対 し、ビ ドーもまた 「決定的瞬間」

を逸 して しまっている34。そ してあま りの言葉の激 しさに、ビ ドーの遺族が

公にすることを拒み、2005年 になってようや く公刊 されたべギーの ビ ドー

宛書簡集の最後の一通 は次の言葉で締め くくられている。

 君に献呈 した 『ジャンヌ ・ダルク』 と 『マルセル』を、パリ、キュジャ

ス通 り17番 地のジョルジュ・ベ レ書店に送 り返 して欲 しい。僕がこの二冊

の本を献呈した人物はもはや存在 しない。僕が愛しているこの二冊の本が、

背信行為によって、敵の手に握 られていると考えるのは、僕にとってとり

わけ辛いことだから35。

 『アンテ ィゴネー』の感興を熱気溢れ る文体で繰 り返 し書 き送 り、『ジャン

ヌ ・ダル ク』執筆中 もその経過 を逐一報告 していたべギーが、ビ ドー を 「敵」

と呼ぶまでの道の りはいかなるものであったのだろ うか。『ラ ・ル ヴュ ・ブ

33Le Ravage et la R駱aration
,1899,11.15.,CEuvres en prose compl鑼es, tome L一や272.

邦 訳 前 掲 書140-141頁 。

34ペ ギ ー は1898年12月8日 付 の ビ ドー 宛 書 簡 で
、 「君 だ け が 、 決 定 的 瞬 間 に 、

僕 に 友 情 の 決 定 的 な 証 を 示 す こ と を 拒 ん だ 」 と 書 い て い る 。(Lettres de Charles

P馮uy澆amille Bidault 1890-1899,0p. cit.,p.63).

3s Ibid
., p.64.
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ランシュ』に 「兵役」を発表 した直後の1899年2,月11日 に送 りつけたこの

手紙 は、一連の論戦文掲載の間中、ペ ギーの脳裏に焼 きついていたに違いな

い。

「自己を取 り戻すまれ にみ る機会36」であると同時に 「思いもかけない試

練37」 ともなった ドレフュス事件 に深 く関わ りながら、ペギーは、『アンテ

ィゴネー』の観劇 に続 く 『ジャンヌ ・ダル ク』執筆 で考察 した社会主義者 と

しての生のあ り方 を、現実生活のなかで追求 してい く。そ して 『カイエ ・ド・

ラ ・カンゼーヌ』発行人 としての新たな一歩を踏み出そ うとす るのである。

36
Associations, 1899.5.15., OEuvres en presse complètes, tome 1, p.202. 邦訳前掲書51

頁 。

37 Le Ravage et la Réparation
, ibid .266. 邦訳前掲書129頁 。
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